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No.765

　いきいき大石田福祉のつどい（2月23日）
　各地区の老人クラブや芸能団体による趣向を
凝らしたステージで会場を盛り上げました。
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○
農
地
の
集
積
に
よ
る
規
模
拡
大
、

　

担
い
手
育
成
の
た
め
経
営
支
援

　

に
努
め
ま
す
。

○
収
入
保
険
制
度
の
加
入
促
進
を

　

推
進
し
ま
す
。

○
特
別
栽
培
米
を
奨
励
し
、農
業

　

生
産
工
程
管
理（
G
A
P
）へ
の

　

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

○
固
有
品
種「
来
迎
寺
在
来
」原

　

種
の
保
存
・
継
承
に
努
め
、質　

　

と
収
量
確
保
の
た
め
収
穫
体
制
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

○
森
林
の
多
面
的
機
能
発
揮
の
た
め「
林
地
台
帳
」を
活

　

用
し
、資
源
の
保
全
と
利
用
に
努
め
ま
す
。

○
東
北
中
央
自
動
車
道
の
早
期
全
線

　

開
通
に
向
け
て
、国
に
対
し
要
望

　

し
ま
す
。ま
た
、国
道
３
４
７
号
の

　

さ
ら
な
る
雪
対
策
を
山
形
・
宮
城

　

両
県
に
要
望
し
ま
す
。

○
安
全
で
安
心
な
道
路
空
間
確
保
の

　

た
め
、町
道
を
計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。

○
行
政
と
住
民
の
総
力
を
結
集
し
て
道
路
除
雪
に
あ
た

　

り
ま
す
。未
整
備
地
区
の
流
雪
溝
整
備
に
向
け
て
関
係

　

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

○
町
営
住
宅
の
計
画
的
な
改
修
に
努
め
ま
す
。ま
た
、住

　

宅
リ
フ
ォ
ー
ムへの
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

○
地
域
と
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進

　

め
、生
き
る
力
を
培
う
質
の
高
い
学
校

　

教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
外
国
語
活
動
と
英
語
教
育
の
充
実
に

　

努
め
、英
語
力
と
国
際
理
解
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
進
め
、生
徒
の
生
活
バ

　

ラ
ン
ス
確
保
と
教
員
の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

○
虹
の
プ
ラ
ザ
を
有
効
活
用
し
、学
習
機
会
や
情
報
提
供
、自

　

主
企
画
に
よ
り
町
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
情
報
提
供・レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
を
強
化
し
、魅
力
的
な

　

図
書
館
運
営
に
努
め
ま
す
。

○
大
石
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
担
い
手
、地
域
コ

　

ミ
ュニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
運
営
さ
れ
る
よ
う
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
２
年
第
１
回
大
石
田
町
議
会
定
例
会
が
３
月

３
日
か
ら
12
日
ま
で
開
か
れ
、
村
岡
町
長
が
町
政
運

営
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
と
施
策
の
概
要
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
の
施
策
の
あ
ら
ま
し

と
当
初
予
算
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

「
心
豊
か
に
幸
せ
感
じ
る
ま
ち
」

　
　
　
　
　
　
　
　
を
目
指
し
て

各
分
野
の
施
策
概
要

町
民
目
線
で
ま
ち
づ
く
り

令
和
2
年
度

施
政
要
旨

　

私
は
、昨
年
11
月
執
行
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
４
年
間
の
任
期
を
い
た
だ
き
、就
任
か

ら
こ
こ
ま
で
無
我
夢
中
で
公
務
に
あ
た
って
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
が
町
政
を
預
か
る
う
え
で
の
政
治
信
条
は「
町
民
目

線
で
ま
ち
づ
く
り
」、目
指
す
町
の
姿
は「
心
豊
か
に
幸
せ

感
じ
る
ま
ち
」で
あ
り
ま
す
。町
の
代
表
で
あ
る
町
長
と
し

て
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
常
に
精
進
し
、職
務
を
全
う

す
る
所
存
で
す
。そ
し
て
、常
に
町
民
の
皆
さ
ま
と
対
話
を

持
ち
な
が
ら
、考
え
を
聞
き
町
民
と
行
政
が
協
働
で
つ
く

り
上
げ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
石
田
町
は
発
足
以
来
、人
口
減
少
が
続
き
、ひ
た
す
ら

に
過
疎
対
策
、少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て
、町
の
活
性
化

や
定
住
対
策
の
具
現
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
一歩
一
歩
、そ
の
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

○
口
座
振
替
の
推
進
な
ど
納

　

税
環
境
整
備
に
努
め
未
納

　

対
策
の
た
め
納
税
相
談
員

　

を
引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。

○
小
中
学
生
に
対
す
る
税
金

　

教
室
の
実
施
に
よ
り
納
税

　

意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
虹
の
プ
ラ
ザ
や
周
辺
に
整
備

　

し
た
公
園
、駅
前
に
整
備
し

　

た「
K
O
E
no
K
U
R
A〈
こ
え

　

の
く
ら
〉」
な
ど
の
施
設
と
、　

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
等
を

　

複
合
的
に
活
用
し
、家
の
中

　

か
ら
人
が
町
に
出
て
く
る
、

　

活
気
あ
る
町
を
目
指
し
ま

　

す
。

○
移
住
相
談
会
を
開
催
し
て　

　

町
の
魅
力
を
伝
え
、人
材
確
保
事
業
と
連
携
し
て
定
住

　

促
進
を
推
進
し
ま
す
。

○
医
療
費
無
料
化
の
対
象
を　

　

18
歳
ま
で
拡
大
し
て
子
育
て

　

世
代
の
負
担
軽
減
を
図
り

　

ま
す
。

○
子
育
て
世
代
活
動
支
援
セ
ン

　

タ
ー
「
に
じ
っ
こ
ひ
ろ
ば
」

　

を
核
に
し
て
子
育
て
支
援
に

　

努
め
ま
す
。

○「
大
石
田
町
地
域
福
祉
計
画
」

　

に
成
年
後
見
人
制
度
促
進
計

　

画
を
加
え
て
策
定
し
、高
齢
者
、障
が
い
者
、児
童
の
福

　

祉
政
策
を
推
進
し
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
充
実
の
た
め「
す
こ
や
か・安
心
地
域

　

づ
く
り
推
進
事
業
」モ
デ
ル
地
域
を
設
定
し
地
域
福
祉

　

を
推
進
し
ま
す
。

○
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
、新
生
児
聴
覚
検
査
に
対
す

　

る
助
成
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

○
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
活
用
や
認
知
症
サ
ポ

　

ー
タ
ー
の
養
成
、認
知
症
予
防
事
業
な
ど
、予
防
を
重
点

　

と
し
た
介
護
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

○
医
療
ケ
ア
と
介
護
ケ
ア
の
連
携
充
実
を
図
り
、共
生
と

　

予
防
を
推
進
し
ま
す
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
、か
か
り
つ
け
医
の
定
着

　

な
ど
医
療
費
抑
制
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
町
衛
生
組
織
連
合
会
と
連
携

　

し
て
資
源
回
収
を
実
施
し
、

　

再
資
源
化
を
推
進
し
ま
す
。

○
ご
み
収
集
日
や
分
別
の
周
知

　

を
徹
底
し
、マ
ナ
ー
向
上
に

　

努
め
ま
す
。

◎
納
税
対
策
に
つ
い
て

◎
定
住
対
策
と

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

◎
保
健・福
祉
関
係
事
業
に
つ
い
て

◎
生
活
環
境
保
全
事
業
に
つ
い
て

○
国
道
３
４
７
号
沿
線
の
市
町
、

　

友
好
交
流
協
定
を
結
ぶ
涌
谷

　

町
と
の
交
流
・
連
携
を
軸
に
観

　

光
ル
ー
ト
づ
く
り
や
イ
ベ
ン
ト

　

開
催
な
ど
、交
流
人
口
拡
大
と

　

物
産
振
興
に
努
め
ま
す
。

○「
そ
ば
の
里
」振
興
の
た
め
、新

　

そ
ば
ま
つ
り
な
ど
イ
ベン
ト
の
開

　

催
を
支
援
し
、加
え
て
温
泉
利
用
の
促
進
や
特
産
品
の

　

消
費
拡
大
な
ど
観
光
振
興
を
図
り
ま
す
。

◎
農
林
業
振
興
事
業
に
つ
い
て

◎
建
設
関
係
事
業
に
つ
い
て

◎
教
育
文
化
の
振
興
に
つ
い
て

◎
観
光
物
産
振
興
事
業
に
つ
い
て

○
町
内
に
お
け
る
消
費
喚
起
を
図
る
た
め
プ
レ
ミ
ア
ム
商

　

品
券
発
行
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

○
労
働
力
確
保
の
た
め
商
工
会・金
融
機
関
と
連
携
し
て

　

求
人
情
報
等
の
周
知
と
活
用
を
促
し
ま
す
。

○
免
許
自
主
返
納
高
齢
者
への
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

○
消
防
署
大
石
田
分
署
の
設
備
を
活
か
し
、ま
た
各
地
区
の

　

消
防
団
設
備
の
更
新
を
図
り
、消
防
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

◎
商
工
業
振
興
事
業
に
つ
い
て

◎
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
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令
和
2
年
度
町
の
一
般
会
計

予
算

億
円

47.8

一般会計予算
47億8,000万円（前年比△1億2,500万円）
　　　　　　　　　＋特別会計予算
20億3,040万円（前年比△3,080万円）

　前年との比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）前年との比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

町民一人当たりの予算

　　　　691,751 円
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（単位：円）

（令和 2 年 3 月1日現在の人口 6,910 人）

性質別にみる一般会計の歳出
　　　　　　　　　　（単位：万円）

一般会計および特別会計当初予算　　　　　　　　（単位：万円、％）

一般会計および特別会計当初予算

区 分 上段：増減額（増減率）
下段：前年度予算額 区 分 上段：増減額（増減率）

下段：前年度予算額

町　 税 △ 2,062（△ 3.5％）
58,687 繰 入 金 +7,572（+13.0％）

58,113
地 方
交 付 税

+7,700（+4.0％）
191,700 町　 債 △ 41,990（△ 62.6％）

67,090
国・ 県
支 出 金

△ 3,873（△ 5.2％）
74,429

そ の 他
収 入

+20,153（+49.8％）
40,481

区 分 上段：増減額（増減率）
下段：前年度予算額 区 分 上段：増減額（増減率）

下段：前年度予算額
議 会 の
運 営 に

△ 22（△ 0.3％）
7,494

道 路・ 住
宅・除雪に

△ 6,650（△ 13.2％）
50,419

行 政 の
運 営 に

+21,524(+23.9％）
89,895

安 全 な
町 に

△ 35,873（△ 61.8％）
58,049

福 祉 に △ 244（△ 0.2％）
119,024

学校・生
涯学習に

+1,135（+2.7％）
42,064

健康づくり・
きれいな町に

+1,562（+5.4％）
28,961

借 金 の
返 済 に

+6,552（+10.8％）
60,692

農林業の
振 興 に

+261（+1.0％）
26,835 そ の 他 △ 745（△ 10.5％）

7,067

人件費…職員の給与など

92,972（前年比 +5.3％）

扶助費…障がい者支援や医　
　　　　療費助成など
55,641（前年比△ 0.1%）

公債費…過去の借入金の返済
　　　　　にかかる費用※ 6
67,244（前年比 +10.8％）

行政運営費…事業実施の事務経
　　　　　費や施設管理費用など
180,430（前年比 +14.7％）

施設等整備費…施設や道路など
　　　　　　の整備にかかる費用
30,378（前年比△ 60.1％）

繰出金…一般会計から特別会計
　　　　　等に支出する費用
51,335（前年比△ 2.0％）

区　分 金　額

議会の運営に 10,813 円

行政の運営に 161,244 円

福祉に 171,897 円

健康づくり
・きれいな町に 44,172 円

農林業の振興に 39,213 円

道路・住宅・除雪に 63,342 円

安全な町に 32,092 円

学校・生涯教育
・スポーツに 62,516 円

借金の返済に 97,313 円

その他 9,149 円

区　　　　　分 予　算　額 増　減　率
一　般　会　計 478,000 △ 2.5

特
別
会
計

国民健康保険 83,840 △ 0.8
次年子簡易水道   650 △ 7.1
学校給食事業  9,030 △ 0.7

農業集落排水事業 9,280 △ 13.4
介護保険 90,220 △ 2.0

後期高齢者医療  10,020 +11.3
計 681,040 △ 2.2

用
語
解
説

※
１
地
方
交
付
税
…
全
国
ど 

　
　

こ
で
も
同
じ
行
政
サ
ー

　
　

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

　
　

う
に
、
国
か
ら
交
付
さ

　
　
れ
る
お
金

※
２
国
・
県
支
出
金
…
国
税

　
　

の
一
部
を
譲
与
す
る
地

　
　

方
譲
与
税
や
、
国
や
県

　
　

が
使
い
道
を
決
め
て
交

　
　

付
す
る
国
・
県
支
出
金
、

　
　

地
方
消
費
税
や
交
付
金

　
　
な
ど
の
こ
と

※
３
繰
入
金
…
積
み
立
て
て

　
　

い
た
基
金
な
ど
か
ら
予

　
　

算
に
繰
り
入
れ
る
お
金

※
４
町
債
…
町
が
銀
行
な
ど

　
　
か
ら
借
り
る
お
金

※
５
そ
の
他
収
入
…
町
の
土

　
　

地
な
ど
を
利
用
し
た
と

　
　

き
の
使
用
料
の
ほ
か
、

　
　
諸
収
入
や
寄
付
金
な
ど

※
６
公
債
費
…
過
去
に
町
が

　
　

借
り
た
お
金
（
町
債
）

　
　

を
返
す
た
め
の
費
用
。

　
　

一
般
会
計
歳
出
の
円
グ

　
　
ラ
フ
「
借
金
の
返
済

　
　
に
」
の
項
目

　

令
和
２
年
度
の一
般
会
計
は

47
億
８
千
万
円
で
、昨
年
と
比

較
し
１
億
２
千
５
百
万
円
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
う
ち
、も
っ
と
も
大

き
な
割
合
を
占
め
る
の
は
地
方

交
付
税
で
、町
の
収
入
の
お
よ

そ
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。ま

た
、町
の
も
っ
と
も
基
本
的
な

収
入
で
あ
る
町
税
は
、歳
入
全

体
に
占
め
る
割
合
が
11.

８
％
と

な
って
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
行
政
運
営
費
が

昨
年
に
比
べ
て
約
２
億
３
千
万

円
増
加
し
て
約
18
億
４
百
万

円
と
な
っ
た
一
方
で
、施
設
等
整

備
費
は
昨
年
よ
り
約

４
億
５
千
万
円
少
な
く
な
り
、

約
３
億
３
百
万
円
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

予
算
の
概
要

一
般
会
計
歳
入

歳　入
47億

8,000万円

町　税
5億 6,625万円
（11.8％）

町　税
5億 6,625万円
（11.8％）

地方交付税　※1
19 億 9,400万円
（41.7％）

地方交付税　※1
19 億 9,400万円
（41.7％）国・県支出金　※2

7億 556万円
（14.8％）

国・県支出金　※2
7億 556万円
（14.8％）

繰入金　※3
6億 5,685万円
（13.7％）

繰入金　※3
6億 5,685万円
（13.7％）

町　債　※4
2億 5,100万円
（5.3％）

町　債　※4
2億 5,100万円
（5.3％）

その他収入　※5
6億 634万円
（12.7％）

その他収入　※5
6億 634万円
（12.7％）

一
般
会
計
歳
出

歳　出
47億

8,000万円

行政の運営に
11億1,419万円
（23.3％）

行政の運営に
11億1,419万円
（23.3％）

福祉に
11億 8,780万円
（24.8％）

福祉に
11億 8,780万円
（24.8％）

道路・住宅・除雪に
4億 3,769万円
（9.2％）

道路・住宅・除雪に
4億 3,769万円
（9.2％）

安全な町に
2億 2,176万円
（4.6％）

安全な町に
2億 2,176万円
（4.6％）

学校・生涯学習
・スポーツに
4億 3,199万円
（9.0％）

学校・生涯学習
・スポーツに
4億 3,199万円
（9.0％）

借金の返済に
6億 7,244万円
（14.1％）

借金の返済に
6億 7,244万円
（14.1％）

健康づくり・きれいな町に
3億 523万円（6.4％）
健康づくり・きれいな町に
3億 523万円（6.4％）

農林業の振興に
2億 7,096万円（5.7％）
農林業の振興に
2億 7,096万円（5.7％）

その他
6,322 万円（1.3％）
その他
6,322 万円（1.3％）

議会の運営に
7,472 万円（1.6％）
議会の運営に
7,472 万円（1.6％）
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令和2年度の主要 事業と予算額の内訳
事業名 主な内容 予算額

（千円）

農林業・商工業の振興に（農林業水産事業費＋商工費）
農業次世代人材投資資金事業 新規就農者支援に関する費用 4,610

多面的機能支払交付金事業 農業の多面的機能維持のための活動支援に関する費用 57,725

県営横山第一地区農地整備事業 県営横山第一地区農地整備に関する費用 20,000

県営大浦地区農地整備事業 県営大浦地区農地整備に関する費用 4,025

環境保全型農業直接支払交付金事業 環境にやさしい農業を実践する農業者に対する助成 10,110

水田農業構造改革事業 米の需給調整推進に関する費用 11,353

商工業活性化支援事業 プレミアム商品券発行のための補助金 3,500

資格取得支援事業補助金等 就業やスキルアップのための資格取得助成など 1,250

観光振興補助事業 観光振興イベントに関する補助金 2,085

大石田まつり関連事業 大石田まつり負担金 6,000

道路・住宅・除雪に（土木費）
道路除雪事業 町道等の除排雪費用 119,684

除雪機械整備事業 除雪ドーザ購入費用 28,920

流雪溝事業 設置済み流雪溝の維持管理費用 12,257

大石田駅都市施設管理事業 大石田駅の公衆トイレと空調改修に関する費用 35,872

町営住宅管理事業 町営アパートの内装改修費用 2,770

住宅リフォーム支援事業 住宅リフォーム支援事業の補助金 22,848

安全なまちに（消防費）
小型消防ポンプ更新事業 小型消防ポンプの更新費用 3,894

消防本部設備整備事業 大石田分署に配備される消防自動車購入費用 20,000

災害対策事業 地域防災計画の更新と国土強靭化計画の策定に関する費用 14,605

学校・生涯学習・スポーツに（教育費）
子育て応援金支給事業 小中学校の修学旅行への助成に関する費用 3,230

教育管理費（小中学校） スクールバス購入などに関する費用 120,666

教育振興費（小中学校） タブレット機器導入などに関する費用 20,721

図書館関連事業 町立図書館運営に関する費用 21,033

東京 2020オリンピック・パラリンピック開催事業 オリンピック・パラリンピックの聖火リレーに関する費用 815

総合型スポーツクラブ事業 総合型スポーツクラブの運営に関する経費 1,636

町民大学開催事業 町民大学の開催に関する費用 863

生涯学習自主企画事業 生涯学習自主企画運営に関する費用 6,401

事業名 主な内容 予算額
（千円）

議会の運営に（議会費）
常任委員会行政調査 他市町村の先進的な取組みを調査するための費用 800

行政の運営・まちづくりに（総務費）
まち・ひと・しごと創生総合戦略および
人口ビジョン改定事業

まち・ひと・しごと創生総合戦略および人口ビジョン
改定のための費用 3,500

山交バス公立病院線運行事業 山交バス公立病院線運行のための負担金 2,380

おおいしだ未来づくり支援事業 地域活性化や団体育成のための補助金 2,000

ふるさと応援基金事業 ふるさと応援感謝便等のための費用 483,924

移住・定住促進事業 新築住宅への補助や移住促進セミナー開催等の費用 20,516

大石田駅前賑わい創出事業 大石田駅前賑わい拠点施設運営のための費用 874

地域おこし協力隊事業費 地域おこし協力隊の活動費用 8,477

町民交流センター施設管理 町民交流センターの施設管理に関する費用 32,619

空き家対策事業 空き家バンク活用促進や危険空き家対策の補助 8,797

結婚祝品事業 結婚祝品に関する費用 926

各種選挙費 各種選挙に関する費用 8,065

各種統計調査費 工業統計・農林業センサスなどに関する費用 3,867

福祉に（民生費）
灯油購入費助成事業 冬期間の高齢者世帯への灯油購入助成 750

身体障がい者自立支援給付事業 身体障がい者への介護費用の給付金など 73,860

知的障がい者自立支援給付事業 知的障がい者への介護費用の給付金など 99,638

一人暮らし高齢者等除雪費助成金支給事業 一人暮らしの高齢者への除雪費の助成 5,057

子育て支援医療給付事業 高校生までの医療費無料化に関する費用 29,313

出産祝金支給事業 出産祝金の支給のための費用 3,850

児童手当支給事業 児童手当支給のための費用 84,398

健康づくり・きれいな町に（衛生費）
骨髄移植ドナー助成事業 骨髄移植ドナーに対する助成 140

予防接種事業 中学生までのインフルエンザワクチン接種など予防
接種のための費用 13,828

風しん抗体検査及び予防接種事業 風しんの抗体検査・予防接種に対する助成 1,632

母子保健事業 赤ちゃんギフトや不妊治療助成金などの費用 4,776

健康マイレージ事業 達成者へのプレミアム券交付などの費用 48

健康増進事業（がん検診事業） 各種がん検診の助成金など 10,924

尾花沢市大石田町環境衛生事業組合負担金 尾花沢市大石田町環境衛生事業組合への負担金 175,612
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大石田スポーツクラブ事務局
教育文化課　生涯学習グループ（虹のプラザ内）℡35-2094

入会申し込み、お問い合わせは

通年開催教室

●中学生以下1,000円
●一般～64歳以下2,300円
●65歳以上1,500円
●全額一括納入（通年1教室）10,000円　※4回分お得！！
●回数券（全教室共通6回分）3,000円

①年　会　費

②教室参加費

　大石田スポーツクラブでは令和２年度の会員を現在募集中です。興味のある方はお気軽に
お問い合わせください。

〇スポーツ吹矢教室　　　〇太極拳教室  　　　 
〇ノルディックウォーキング教室  　 
〇仕事帰りエクササイズ（エアロビクス・ヨガ）教室
〇キッズヒップホップ教室  　　
〇【new!!】スポーツ民踊教室  　

年間６つの教室を開催します。

会 費 ①+②を添えて、事務局に申し込みください。

町立歴史民俗資料館

大石田スポーツクラブ会員募集中！
誰でも、楽しく、スポーツを！

　江戸時代、最上川舟運最大の中継地となった大石田河岸。
　ここには広範囲から大量の紅花が集まり、最上川を下って酒田へ、さらに
海路大坂や京都、江戸へと運ばれました。一方、上方や江戸からは、当時最
先端の文化や芸術がもたらされます。その流行の文物の中には、絢爛豪華な
雛飾りがありました。
　大石田には、昔から「お雛見」という風習がありました。
　月おくれの4月3日、旧家では代々伝わる雛人形を飾り、それをご近所や子
どもたちが見てまわるというものです。
「お雛様見せでけらっしゃいっす～」
とか
「お雛さん見でってけらっしゃい」
　などとあいさつを交わしながら、雪深い大石田の冬の終わりと待ちわびた
春の訪れを喜び合いました。
　今回の企画展では、町内に古くから伝わる雛人形をはじめ、古典人形や土
人形などもあわせて展示しています。

日本遺産「山寺と紅花」追加認定記念企画展「大石田雛人形展」は４月５日（日）まで　
※４月２日（木）、３日（金）は無料入館日です。

日本遺産「山寺と紅花」追加認定記念企画展「大石田雛人形展」は４月５日㈰まで

■町立歴史民俗資料館
℡35-3440

村
岡
藤
弥
町
長
よ
り

　
　
町
民
の
み
な
さ
ま
へ

一連の不祥事を深く反省し   　
信頼の回復に努めます

　

昨
年
12
月
以
降
、
町
が
発
注
し
た
工
事
に
関
す
る
一
連
の

事
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
き
な
問
題
が
次
々
に
明
る
み
に

出
て
く
る
事
態
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
町
民

の
皆
さ
ま
の
信
頼
を
裏
切
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
誠
に
残

念
で
あ
り
、
深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
二
度
と
不
祥
事
を
繰
り
返
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、

原
因
の
徹
底
的
な
究
明
に
努
め
、
早
急
に
対
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
失
っ
た
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
に
こ
れ
か
ら
職

員
一
人
ひ
と
り
が
強
い
自
覚
を
持
ち
、
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
た
び
は
、
誠

に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

町議会定例会において、一連の事件について謝罪する村岡町長（写真中央）
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内のそば店14店舗で組織する大石田そば街道振興会
（芳賀清会長）の会員が2月19日（水）に水明苑を訪れ、

利用者と職員に打ちたて・ゆでたてのそばを振舞いました。
　これは振興会が美味しいそばを味わってもらおうとも毎年
行っているもので、会員らは利用者が集まる中、そば打ちを
実演しました。また、利用者のそば打ちを体験もあり、会員ら
に「いい手つきだ」などと励まされながら「こね、のし、きり」
の作業を行い、作業が終わると見守っていた利用者や職員か
ら拍手が送られていました。その後、茹でたてのそばが振舞
われ、利用者らが美味しいそばを味わっていました。

きいき大石田福祉のつどいが2月23日（日）に虹のプ
ラザ多目的ホールで行われました。開会行事では老

人クラブ活動に尽力された方々への町社会福祉協議会会長表
彰が行われました。
　その後「いきいき大石田芸能演芸会」が行われて、大正琴
や合唱、踊りや振り込め詐欺防止の寸劇など、各地区老人ク
ラブや地域包括支援センターの職員などが趣向を凝らした出
し物を次々に披露しました。さらにアトラクションとして大
石田唱和会、エコーミュージック、大石田町民謡研究会によ
る歌と踊りのステージが行われ、会場を盛り上げていました。

くて家に閉じこもりがちになる冬を元気に過ご
してもらおうと、笑いとヨガの呼吸法を組み合

わせたエクササイズ「笑いヨガ」教室が2月20日（木）
に保健センターで行われました。
　教室では、笑いヨガを広める活動を行っている理学
療法士の三瀧英樹さん（田沢上）が、笑うことで免疫
機能が活性化することや、気分を前向きにするホルモ
ンが分泌されて心の健康にもよい効果があることを説
明し、参加した約30人とともに「ホホホ、ハハハ」の笑
い声に、電話や家事などの日常生活の動作を組み合わ
せた笑いヨガを実践。会場中に元気な笑い声が響きま
した。

書館のこれからを考える講演会が2月25日（火）
に虹のプラザ中会議室で開催され立命館大学教

授の常世田良さんが、図書館の役割について語りました。
これは大石田町子ども読書活動推進委員会が開いたもの
で、図書館利用者など約50人が参加しました。
　常世田さんは、日本では欧米と違って働き盛りの世代
が図書館を利用しないことを紹介し、“日本人はなぜ図
書館を利用しなくてもよかったのか”という切り口から
日本社会の成り立ちを紐解きました。そのうえで「まず
は子どもを育てる大人が変わる必要がある」として、社
会の変化に伴って多様な知識を提供する図書館の重要性
が高まっていると訴えました。

域の子どもたちの健やかな成長を見守ろうと、青少
年健全育成町民集会が2月16日（日）に虹のプラザ多

目的ホールで開かれました。これは大石田町青少年育成町民
会議（五十嵐智志会長）が毎年開いているものです。
　アトラクションとして、大石田中学校1年生が授業で作成
に取り組んできた町のPR動画と「大石田の課題解決プラ
ン」の発表が行われました。その後、いじめ防止標語優秀作
品の表彰と町内の小学5年生が家族への感謝の気持ちをテー
マに書いたエッセイの優秀作品の発表・表彰が行われ、児童
による優秀作の披露に会場からあたたかい拍手が送られてい
ました。

笑いの体操で心も元気に

ニュース 玉 手 箱
「ありがとう」の気持ち素直に

公共図書館の役割を考える

いきいき元気に福祉のつどいおいしいそば味わって

町の農業を話し合う
業振興について話し合う農事座談会が2月15日（土）、
16日（日）に虹のプラザ中会議室で開催され、農業者

や集荷団体、行政の関係者約100人が参加して今年の米の
作付け方針や園芸作物の振興について意見を交わしました。
　国による米の生産数量目標配分が廃止されて3年目とな
る今年の座談会では、それぞれの立場から積極的な意見が
出され、参加者全体で昨年に引き続き需要に応じたコメ生産
に取り組むことの重要性を再確認しました。また、園芸作物
の分野では、特産のすいかをはじめとした高収益作物の生
産振興について活発な議論が交わされていました。

町

図

 地

農

寒

い

最優秀賞「ありがとう」
を発表する奥山琉花さ
ん（大石田南小）
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■開館時間　午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午前９時～午後５時）
■休 館 日　毎週木曜日・特別整理期間ほか　　《４月の休館日》2日㈭・9日㈭・16日㈭・23日㈭・30日㈭

☎ 35-3877　大石田町町民交流センター「虹のプラザ」内
公式HP http://niji.town.oishida. yamagata.jp/library/ 

まちとしょ
～大石田町立図書館　infomation～

＼ きてけらっしゃい ／

　新型コロナウイルス感染拡大防止措置に伴い、図書館に来館する
回数を軽減するため、4月6日（月）まで、貸出冊数と貸出期間を変
更します。

　当面の間、図書館の利用は下記のとおりとなります。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

１．小中高生のご利用は貸出返却のみと
　　させていただきます。
２．発熱や咳などの症状があるなど、体調のすぐれない場合はご来館をお控えください。
３．手洗い・咳エチケット等にご協力をお願いします。
４．図書館入口に消毒液を設置しておりますので、入館前にご使用ください。
５．今月開催のお話会・読書会は中止になります。

家で過ごす時間が多くあるこの機会に、お気に入りの一冊を見つけてみませんか？
これまで時間が無くて読めなかった本などにも、挑戦しやすいかもしれません。

【貸出冊数】　通常　５冊 →  １０冊
【貸出期間】　通常　２週間 →  １か月

●期間：3月3日～当面の間

４月６日
（月）まで

こんなときこそ、どんどん読書しよう！

『宇宙に命はあるのか
　人類が旅した一千億分の八』
　（小野 雅裕著、ＳＢクリエイティブ刊）

『ザ・ランド・オブ・ストーリーズ　１
　　　　願いをかなえる呪文』
　（クリス・コルファー著、平凡社刊）

　NASA で火星探査ロボットの開発を
している著者が、宇宙探査の最前線
から、先人の宇宙にかける情熱や成
果、科学者たちを突き動かしてきた「イ
マジネーション」の数々を語る。宇宙
に魅せられた人々に近づける一冊。

　12 歳の双子の兄妹が、ある日、一
冊の絵本に吸い込まれてしまった。そこ
には、幼い頃から慣れ親しんだおとぎ
話の景色が存在して―。双子は元の世
界に戻るため、「願いをかなえる呪文」
を探す冒険に出る！ゴールデン・グロー
ブ賞受賞者作品。

※すべて町立図書館蔵書

知的好奇心をくすぐる一冊 読み応えたっぷりの長編冒険もの

貸出冊数・貸出期間の変更について

図書館をご利用の皆さまへ

■保健福祉課　福祉グループ　℡35‐2111（内線134）
ご不明な点は下記まで

４月から対象を18歳までに拡大します
子育て支援医療証

新しく対象となる方

交 付 方 法

助 成 内 容

使 い 方

　町では、子育て家庭の経済的負担の軽減を図るため、健康保険が適用される医療を
受けた際の自己負担の全部を助成しています。
　4月1日医療機関受診分より、子育て支援医療証の対象年齢を満18歳に達した最
初の3月31日までに拡大します。

■中学校卒業以降(15歳に達した最初の4月1日以降)
　18歳に達した最初の3月31日までの児童で下記のいずれかに該当する方
　　①大石田町に住所のある児童（就学・就労を問わない）
　　②進学のため町外に住所のある児童
　　　※扶養している保護者が大石田町に住民登録している場合に限る。

■上記①の方：自宅へ郵送します。
■上記②の方：役場保健福祉課での手続きが必要です。
　　　　　　　お子さまの健康保険証・印鑑・在学証明書
　　　　　　　を持参して手続きをお願いします。　

■保険適用される医療費が無料になります。
　※入院時食事代、差額ベッド代、非紹介患者初診加算料、予防接種代・薬容器代
　　などの保険適用外の医療費に関しては全額自己負担となります。

【県内の場合】
■医療機関を受診する際に、健康保険証と一緒にご提示ください。

【県外の医療機関を受診した場合】
■子育て支援医療証が使用できません。
　　いったん医療機関窓口でお支払いいただき、下記を持参のうえ役場保健福祉課で
　医療費支給申請の手続きを行ってください。
申請に必要なもの
　　・領収書、印鑑、健康保険証、医療証、保護者の通帳
　　　※県内の医療機関で医療証を提示できなかった場合も上記手続きが必要です。

子育て支援
医療証



毎月1日は「大石田町交通安全行動の日」

家族の健康管理に気をつけて
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死亡事故ゼロ1520日目4月の主な行事予定
（3月15日現在）

●発生件数  ４件　（＋３件）
●負傷者数  ４人　（＋２人）
●死亡者数  ０人　（±０人）
　　　　　※（　）は前年比

日曜・休日急患の当番医
4月 診療時間 : 午前8時30分～午後5時

日 行　事　予　定

2㈭ 大石田保育園入園式 / 午前 10 時 / 大石田保育園

3 ㈮
ふたば保育園入園式 / 午前 10 時 / ふたば保育園

ふたば横山保育園入園式 / 午前 10 時 / ふたば横山保育園

6 ㈪ 母子健康手帳交付・健康相談 / 午後 1 時 30 分 / 役場相談室

7 ㈫
町内小学校入学式 / 午前 10 時 / 各小学校

大石田中学校入学式 / 午後 1 時 30 分 / 大石田中学校

8 ㈬
心配ごと相談 / 午後 1 時 30 分～午後 4 時 / 社会福祉協議会

行政相談 / 午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分 / 虹のプラザ小会議室

16 ㈭ 狂犬病予防注射（田沢・小菅・横山・役場）

17 ㈮ 狂犬病予防注射（大浦・豊田・海谷 ･ 鷹巣）

20 ㈪ 母子健康手帳交付・健康相談 / 午後 1 時 30 分 / 役場相談室

27 ㈪
農作業安全並びに豊作祈願祭 / 午後 2 時 / 役場大会議室

農業委員会総会 / 午後 3 時 / 役場大会議室

29 ㈬ 春季消防大演習 / 午前 9 時 / 大石田中駐車場ほか
（雨天の場合はクロスカルチャープラザ）

※都合により日程が変わる場合もありますので、
　事前にお問い合わせください。

大石田町の事故発生状況
　　　　　　　　（令和2年1月1日～3月15日）

＝春の交通安全県民運動が実施されます＝
期間：4月6日（月）～15日（水）10日間

スピードは控えめに安全運転に努めましょう。

日 当番医院名 電　話

5日 (日 ) 加 藤 ク リ ニ ッ ク (22)9877

12日(日) 後 藤 医 院 (35)2034

19日（日） おくやま内科医院 (24)0980

26日(日) 伊 藤 ク リ ニ ッ ク (23)3350

29日(水) さかえクリニック (53)8181
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　町内３つの保育園で「かもしか
クラブ」修了式が３月１１日（水）に
行われて5歳児44人、一人ひとり
に村岡町長から修了証と反射材
でできたランドセルカバー、防犯
ブザーが贈られました。
 子どもたちは名前を呼ばれると
元気に返事をして修了証を受け取
りました。その後、道路横断時の
左右確認「ストップのお約束」を
全員で確認していました。

　まもなく４月、新入学の季節です。
　保育園に通っていた子どもたちが小学校に入学し、慣れない道
路を歩いて登下校します。
　子どもたちを交通事故から守るため、ドライバーの方は優しい
運転を心掛け、安全確認を徹底しましょう。また、保護者の皆さん
は子どもたちの手本となり正しい交通ルールを伝えましょう。

新入学児童の通学が始まります

交通ルールちゃんと守るよ
３保育園でかもしかクラブ修了式
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Ｈ
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。
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広
報

楽
が
き
帳

町の人口　令和 2 年 3 月 1 日現在

世帯数 2,347 戸 （＋ 1）

総人口 6,910 人 （－ 11）

男 3,391 人 （－ 3）

女 3,519 人 （－ 8）

（2月中の異動）

出生  3 人  転入　5 人

死亡 10 人 転出　9 人
※この数字は外国人数も含めた数字です。
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⑧
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落
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。
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。
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日
は
な
ん
に
も
え
ね
す
、

家
さ
帰
っ
べ
ど
し
た
ら
、
ガ
オ
ー
ガ
オ
ー
っ
て
鳴
く
声
し
た
ど
。
空
見
だ

ら
、
鶴
の
親
子
二
羽
飛
ん
で
い
だ
け
ど
。
与
作
は
弓
矢
ば
力
い
っ
ぱ
い
引

い
だ
ど
。
ほ
し
た
え
ば
子
鶴
が
与
作
の
足
元
さ
バ
ダ
バ
ダ
と
落
っ
で
き
た

け
ど
。
手
に
持
っ
て
み
だ
ら
、
あ
っ
た
か
く
て
、
姿
か
た
ち
が
な
ん
と
も

き
れ
い
だ
け
ど
。
こ
れ
は
殿
様
に
献
上
し
た
ら
、
な
ん
と
喜
ば
っ
で
褒
美

も
ら
え
る
ん
ね
べ
が
と
思
っ
た
ど
。

　

お
城
さ
行
く
ん
だ
が
ら
と
、
与
作
は
手
足
洗
う
べ
ど
、
た
ら
い
に
水

い
っ
ぱ
い
入
れ
だ
ど
。
ほ
し
て
、
た
ら
い
の
中
の
水
見
だ
ら
、
鶴
が
羽

い
っ
ぱ
い
広
げ
て
与
作
の
頭
の
上
を
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
っ
て
い
た
の
が
写
っ

て
た
け
ど
。
ほ
し
て
い
き
な
り
与
作
め
が
げ
て
向
か
っ
て
き
た
ど
。
与
作

は
た
ま
げ
で
と
っ
さ
に
足
で
た
ら
い
を
け
と
ば
し
、
自
分
も
よ
け
た
ど
。

鶴
の
口
ば
し
は
地
面
に
さ
さ
り
、
死
ん
で
し
ま
た
ど
。

　

与
作
は
お
れ
は
何
と
い
う
こ
と
を
し
て
す
ま
た
ん
だ
。
子
鶴
の
死
を
い

た
ん
で
親
鶴
が
俺
に
向
か
っ
て
き
た
ん
だ
。
人
間
も
鶴
も
子
ど
も
を
思
う

親
の
気
持
ち
は
同
じ
だ
。
お
ら
、
今
日
限
り
ま
た
ぎ
を
や
め
る
て
、

　

物
も
食
わ
ね
で
、
が
お
て
い
だ
け
ど
。

　
　

そ
れ
を
見
た
と
な
り
の
ず
ん
つ
ぁ
が
、　

「
与
作
、
ん
だ
て
お
前
は
ま
た
ぎ
し
て
、
う
さ
ぎ
や
き
じ
の
肉
で
な
ん
ぼ

人
ば
助
け
た
が
わ
が
ん
な
い
べ
。
お
前
の
気
持
ち
も
わ
か
る
。
ん
だ
ら
鶴

の
お
墓
建
て
で
供
養
し
た
ら
ど
う
だ
。
沖
の
お
も
て
あ
た
り
は
、
よ
く
、

鳥
や
鶴
が
遊
ん
で
い
る
。
景
色
も
い
い
と
こ
ろ
だ
し
、
い
い
ん
ね
が
。
」

て
言
っ
た
ど
。
与
作
は
気
を
と
り
な
お
し
て
鶴
の
親
子
を
そ
こ
さ
埋
め
て
、

川
か
ら
き
れ
い
な
石
を
ひ
ろ
っ
て
き
て
祠

ほ
こ
らつ

く
っ
て
祀ま

つ

っ
た
ど
。
与
作
は

近
く
の
畑
で
野
菜
を
作
り
、
初は

つ
も
の物
は
必
ず
鶴
に
あ
げ
て
か
ら
自
分
が
食
っ

た
ど
。
花
も
い
っ
ぱ
い
咲
か
せ
て
あ
げ
だ
ど
。

　

今
も
鶴
子
さ
ま
は
地
域
の
人
た
ち
に
大
事
に
祀
ら
れ
て
い
る
ん
だ
ど
。

　
　
　
　

ど
ん
び
ん　

す
か
ん
こ　

さ
る
ま
な
ぐ

○
出
典
『
大
石
田
の
と
ん
と
む
が
す
』

　
　
　
　

（
大
石
田
と
ん
と
む
が
す
の
会
編
集
・
発
行
、
二
〇
一
九
年
）

　
今
回
の
お
話
も
、
大
石
田
と
ん
と
む
が
す
の
会
の
『
大
石
田
の
と
ん

と
む
が
す
』
か
ら
の
お
話
で
す
。
小
中
学
校
や
町
内
会
な
ど
で
昔
語
り

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
同
会
が
、
結
成
十
周
年
を
記
念
し
て
二
〇
一
九

年
三
月
に
作
成
し
た
も
の
で
、
二
年
の
歳
月
を
か
け
て
町
内
の
方
々
か

ら
の
聞
き
取
り
や
、
資
料
の
収
集
な
ど
を
通
し
て
集
め
た
民
話
や
伝
説
、

方
言
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
お
話
や
言
葉
か
ら
、
長

い
歴
史
の
中
で
生
み
出
さ
れ
て
き
た
大
石
田
の
自
然
や
歴
史
、
信
仰
的

な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
す
。

　
町
立
図
書
館
や
町
内

の
各
小
中
学
校
図
書
館

な
ど
に
所
蔵
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
手
に
取
っ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鶴つ

る

こ子
さ
ま


